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SPring-8 利用研究課題審査委員会を終えて　分科会主査報告 2
－散乱・回折分科会－

SPring-8 利用研究課題審査委員会　散乱・回折分科会主査
広島大学大学院　理学研究科

黒岩　芳弘

　散乱・回折分科会では、放射光 X 線の散乱や回
折を利用した研究課題の提案に対して、課題採択と
ビームシフトの配分を行っている。分科会が扱う研
究分野は幅広く、多岐にわたるために、D1から D6
までの6つの小分科を設置し、それぞれの小分科
の審査委員により審査を行っている。本報告では、
D1：無機系結晶、有機・分子系結晶、D2：高圧物性、
地球科学、D3：材料イメージング（トポグラフィー、
CT）、D4：非弾性散乱（コンプトン散乱、核共鳴散乱、
高分解能 X 線散乱）、D5：高分子、D6：非晶質（準
結晶、アモルファス、液体など）、不均一系（表面
界面構造、ナノ構造など）の各小分科を担当した審
査員に分科概要を分筆していただいた。

　D1小分科では、無機系結晶や有機・分子系結晶
に対して、X 線回折および散乱という手法が広い
範囲にわたって応用されている構造物性に関わる
課題申請を扱っている。関わるビームラインは、
BL02B1単結晶構造解析ビームラインと BL02B2粉
末構造解析ビームラインを中心に、約15のビーム
ラインにおよび、様々な実験手法が提案されてい
る。分科会での審査においては、特に優れた課題申
請には、それに見合ったビームタイムを配分してき
た。しかし、そのような課題が集中するビームライ
ンでは競争率が高くなり、比較的レフェリーの評点
の高い課題でも全くビームタイムが配分されないこ
とになる。大学の立場に立てば、不採択が続くと、
SPring-8は学生が学位取得をするための実験施設と
して頼りにできないところになる。そうなると、今
後課題申請されなくなり、放射光科学に携わったこ
とのある若手研究者が少なくなるので、このような
ジレンマをうまく解消することに苦労した。特に、
2015A 期の競争率は高かった。申請課題の内容に
ついては、最近では、試料の温度を変化させながら
通常の構造解析をするというような提案は少なくな

り、電場を印加したり、電気を流したり、または、
光照射をしたりなど、様々に外場を変化させながら、
かつ温度変化もしながら構造解析をする提案が多く
なってきた。このような課題申請が増えたことは、
多重環境下で長時間にわたり安定して構造計測でき
ることが SPring-8の強みであることが申請者によ
く浸透してきたためと思われる。一方、未だ、テク
ニカルに不可能な実験の提案や膨大なビームタイム
を要求する課題申請もある。そのような申請は、レ
フェリーによる審査の段階で評点が低いので、申請
者は事前にビームライン担当者とよく議論してから
申請すべきと考える。2015B 期からは、BL02B2に
新しい計測機器が導入される予定と聞いている。今
後この機器の特徴を生かしたユニークな研究課題が
申請されることを期待している。

　D2小分科では、高温高圧（BL04B1）および高
圧構造物性（BL10XU）のビームラインで行われる
課題を中心に審査している。BL04B1では大容量高
圧プレスを使った地球科学分野や新物質合成の実験
が行われており、単に高温高圧条件下に保たれた粉
末試料の X 線回折実験を行うだけでなく、超音波
を用いて弾性波速度の測定を同時に行ったり、X 線
イメージングと組み合わせ、高圧下での精密な変形
実験を行ったりなど、新しい測定手法を利用した課
題が増えている。BL10XU では、ダイヤモンドア
ンビルセルとレーザー加熱装置や冷凍機を組み合わ
せ、超高圧下の高温、あるいは低温実験が行われて
いる。また、ラマン散乱やブリルアン散乱と組み合
わせた複合測定や、ミクロンサイズの細い X 線ビー
ムによる極微小領域の X 線回折実験も可能で、高
圧力下の多様な多重環境実験が行われている。いず
れのステーションも極めて特色のある高性能の装置
で、国際的に見ても高いレベルの研究成果が生み出
されていることは喜ばしい。ただ特に BL10XU で



159 SPring‑8/SACLA Information／Vol.20 No.2 MAY 2015

SPring-8/SACLA COMMUNICATIONS

はパートナーユーザーグループが占有するマシンタ
イムが増加し、一般課題の採択率が低くならざるを
得ず、長期的見地からバランスを取っていくことが
重要であろう。確実な成果が期待できるパートナー
ユーザーにたくさん利用してもらうことはもちろん
重要なことであるが、次につながる新しい研究の芽
を育てることも同様に重要で、その意味から新規の
利用者をより積極的に開拓する努力も不可欠と思わ
れる。
　
　D3小分科では、トポグラフィー（BL28B2）、投
影イメージング・CT（課題によっては＋位相コン
トラスト）や X 線結像顕微鏡（課題によっては＋
CT）などを含めた X 線イメージング（BL20B2・
BL20XU・BL47XU）の課題が主であり、これら
のイメージング法の高度化を意図した X 線光学系
の開発課題も申請がある。概ね視野の大きさで、
BL20B2と BL20XU・BL47XU の棲み分けがなさ
れている。また高い光子密度やマイクロメータ以下
程度の高空間分解能を必要とする場合は、BL20XU
か BL47XU のいずれかに限られる。BL47XU は硬
X 線光電子分光（HAXPES）と共用であり、競争率
が高くなっている。BL20B2と BL20XU では、ユー
ザーが固定化しているようである。新規ユーザーも
いるが、試料を置くだけで測れるという試料オリエ
ンティッドの課題が多い。BL20XU・BL47XU の高
いコヒーレンシーを活かした課題が少なくなってき
ており、寂しさを禁じ得ない。例えば ESRF の同種
の BL と比較するとその印象が強い。高いコヒーレ
ンシーは、SPring-8の最大の特長でもあるので、新
しい手法の開発など施設主導の強化策を講ずる必要
があるのではないだろうか。一方、土壌、化石、古
生物、宇宙関係課題などの観察を目的とする課題の
相対評価が低い印象がある。これは上述した高いコ
ヒーレンシーの必要性の訴えが弱いためと思われ
る。2015A 期から新設された社会・文化利用課題
へ応募した方が通りやすいのではないかと思われ
る。CT 課題について、レフェリーコメントにおい
て「実験室でも可能」とのコメントが複数あった。
課題申請者が、審査基準である「SPring-8の必要性」
をどの程度認識しているのか気になった。定量的な
記述を求めるべきではないかと思う。

　D4小分科では、非弾性散乱をキーワードとする

課題を審査しており、関係するビームラインは、
BL08W（コンプトン散乱）、BL09XU（核共鳴散乱）、
BL35XU（高分解能非共鳴非弾性Ｘ線散乱）であ
る。世界で多くの放射光施設が稼働しているが、コ
ンプトン散乱実験が可能なビームラインは、唯一、
BL08W であり、このため海外からの申請が半分以
上を占めている。以前、申請グループの固定化が言
われていた時もあったが、徐々に新規ユーザーの申
請が見られる。研究対象はこれまで主に基礎物質科
学に根差すところであったが、電池材料など、出口
を見据えた物質を対象とする申請が出てきたことが
特記される。核共鳴散乱法は、第三世代放射光源の
出現によって開発、発展してきた手法である。しか
し、他の実験手法と比べると専門の知識、技術が必
要とされるためか、申請グループの固定化が指摘さ
れた時期もあったが、最近では毎回1割程度の新規
ユーザーからの申請が見受けられる。さらに電極材
料、生物試料への展開も行われるようになっており、
ユーザー層の広がりが出てきている。高エネルギー
分解能非弾性散乱法は、第三世代の中・大型放射光
施設では必ずビームラインが設置されている（設置
が計画されている）手法で、高分解能化を中心に開
発途上と言える。BL35XU では新奇超伝導物質群
やマルチフェロイックス物質群、液体、アモルファ
ス物質のランダム系物質群の格子振動の分散関係の
観測が中心の申請に大きな変化はないが、最近では
地球科学分野に代表される超高圧かつ高温下での実
験が提案されており試料環境の多様性が出てきてい
る。

　D5小分科では、高分子や低分子化合物が作る超
分子などのソフトマターと生物関連の高次構造と
高次構造形成過程を調べるための実験申請が大部分
を占めている。ビームラインとしては、BL40B2、
BL40XU、BL45XU の利用がほとんどであり、小
角散乱実験が多い。多くの申請が小角散乱と広角散
乱を同時に測定するというものであり、小角・広角
同時測定が非常に一般的になったことを実感してい
る。また、BL40XU を用いたマイクロビームの実
験や BL02B2での高エネルギー（短波長）放射光
X 線を利用したアモルファス構造解析を狙った実験
もいくつか見られた。さらには、Br などの元素の
吸収端を利用した異常小角 X 線散乱による測定も
あった。高分子系の産業利用サイドの課題について
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は減少した。これは産業利用を目指した BL03XU
（Frontier Softmaterial Beamline：FSBL） が 順 調
に稼働しており、適切な棲み分けがなされているた
めである。

　D6小分科では、非周期系（液体、アモルファス、
準結晶など）と不均一系（表面界面構造、ナノ構造
など）に関する申請課題を審査している。関連する
ビームラインは、前者は BL04B2、後者は BL13XU
をメインとするが、非周期系としての対象が多岐に
わたるため、BL40B2における小角散乱を始めとし
て、他の様々なビームラインを用いる申請も多数含
まれる。BL04B2において、ガスや音波を用いた無
容器試料浮遊環境の整備が整ったことから、超高融
点液体などの極端条件下での測定や、通常の方法で
は作製が困難なアモルファス材料を対象とした精密
構造研究に関する申請が増加している。さらに、結
晶材料の PDF 解析に関する申請や複雑な組成の実
用材料に対する産業利用実験も急増している。不均
一系では、完成度の極めて高い高輝度ビームライン
を用いたナノビームや高真空実験の提案が活発と
なっており、また、非周期系に対する異常散乱実験
の申請が新たに増加傾向にある。小角散乱実験の提
案も高分子材料を中心として、堅調であった。非周
期系、不均一系いずれにおいても、対象試料や実験
手法の広がりが顕著なため、必然的に課題採択率が
低下傾向にあり、幅広い専門分野に対応した審査の
難しさが増しつつある。特に、汎用性の高いビーム
ラインには様々な分科で審査される課題が混在する
ため、課題審査やビームタイムの配分作業において、
今後ますます慎重さが要求されることになるであろ
う。

　分筆いただいた、D2：八木健彦（東京大学）、
D3：篭島靖（兵庫県立大学）、D4：水木純一郎（関
西学院大学）、D5：櫻井和朗（北九州市立大学）、
D6：臼杵毅（山形大学）の各氏に感謝いたします。
なお、黒岩が D1を分筆し、全体をとりまとめました。
最後に、他の小分科会委員やレフェリーの方々、そ
して JASRI の関係者に深く感謝いたします。

黒岩　芳弘　KUROIWA Yoshihiro
広島大学大学院　理学研究科
〒739-8526　広島県東広島市鏡山1-3-1
TEL : 082-424-7397
e-mail : kuroiwa@sci.hiroshima-u.ac.jp


